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2017年度 事業報告 

 

１ 2017年度 事業報告 

１．はじめに 

富士山は、2013 年 6 月カンボジア・プノンペンで開催された第 37 回ユネスコ世界遺産委員会において、「富士

山―信仰の対象と芸術の源泉」として世界文化遺産に登録されました。その際に宿題として課されていた「保全状

況報告書」が 2016年 1月 27日（現地時間）、パリのユネスコ世界遺産委員会に提出され、同年 7月にトルコ・イス

タンブールで開催された第 40 回ユネスコ世界遺産委員会で審議されました。保全状況報告書はその内容を高く

評価されるものとなりましたが、その進捗状況を確認、また他の世界遺産への見本とするため、2018年 12月 1日ま

でに再度報告書を提出することを求められています。その報告書は、2019 年に開催されるユネスコ世界遺産委員

会にて審議される予定となっています。 

当法人は昨年に引き続き、世界遺産富士山の保全とその普遍的価値の後世への継承のため、静岡、山梨両県

との連携を強化し、富士山の幅広い PR・啓発活動を実施いたしました。特に本年は、新たに小・中学生を対象とし

た「富士山書き初めコンテスト」を実施、富士
ふ じ

の国
くに

づくりキッズ・スタディ・プログラムに加えて、若年層に向けた富士

山の普遍的価値の啓発活動の幅を広げることになりました。 

 

２． 主要な活動とトピックス 

 

（１） 1 月 23 日（月）、静岡・山梨両県が主催する、富士山の来訪者管理戦略における指標案等の検討のための

第 6回収容力勉強会にオブザーバー出席しました。 

（２） １月 25 日（水）、都道府県会館（東京・千代田区）で開催された、第 2 回富士山世界文化遺産学術委員会小

委員会にオブザーバー出席しました。 

（３） 2月 10日（木）、都道府県会館で開催された、第 8回富士山世界文化遺産学術委員会にオブザーバー出席

しました。 

（４） 2月 12日（日）、富士
ふ じ

の国
くに

づくりキッズ・スタディ・プログラム交流学習東京会議を開催、前年に静岡県とともに

実施した同交流学習に関する総まとめを行いました。 

（５） 2 月 14 日（火）～25日（土）、東京・青山の山陽堂書店ギャラリーで、富嶽三十六コピー展を開催しました。ま

た、期間中の 2月１７日（金）には、同ギャラリーで「富士山と世界遺産」のテーマで講演会を実施しました。 

（６） 2 月 23 日（木）、静岡県静岡市の日本平ホテルで開催された、静岡・山梨両県主催の富士山の日フェスタに

遠山理事長以下出席しました。会中、当法人で制作した DVD「描かれた霊峰 Art of Fujisan」を両県知事

に寄贈しました。この映像は、両県の世界遺産センターでの利用を予定しています。また、会場でパネル展示

等、PR活動を実施しました。 

（７）  2 月 28 日（火）、当法人の定時総会・理事会を東京・霞ヶ関の霞山会館で開催しました。当総会で遠山敦子

前理事長が退任、その後に開催された理事会で、青柳正規現理事長が選任されました。 

（８）  3月 21日（火）、第 7回収容力勉強会にオブザーバー出席しました。 

（９）  3月 24日（金）、静岡県沼津市のプラサヴェルデ コンベンションホール Bで開催された、第 9回富士山世界
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文化遺産協議会にオブザーバー主席しました。28 年度事業報告、決算、29 年度事業計画、予算が承認され

ました。 

（１０） 4月 11日（火）、中曽根康弘名誉顧問を遠山敦子前理事長と青柳正規現理事長が訪問、理事長交代のご  

 挨拶をしました。 

（１１） 4月 19日（火）、建設中の静岡県富士山世界遺産センターを見学しました。 

（１２） 4月 24日（月）、第 8回収容力勉強会にオブザーバー出席しました。 

（１３） 静岡・山梨両県は、今年初めて、「富士登山の混雑予想カレンダー」を作成、ゴールデンウィーク前から、両 

県のホームページ等に掲出しました。 

（１４） 5月 16日（火）、第 3回富士山世界文化遺産学術委員会小委員会にオブザーバー出席しました。 

（１５） 5月 29日（月）、第 9回収容力勉強会にオブザーバー出席しました。 

（１６） 昨年導入した啓発用のポストカードを、本年も富士山の登山口、山小屋等で配布、夏山の登山者、来訪者

に対しての啓発活動を展開しました。 

（１７） 7月 6日（木）、会員である㈱電通の富士登山の説明会場で、PR・啓発活動を実施しました。 

（１８） 7月 14日（金）、青柳正規理事長が、山梨県富士山世界遺産センターを視察しました。 

（１９） 7月 24日（月）、東京・四谷の上智大学国際会議場で開催された、第 21回文化遺産国際協力コンソーシア  

  ム研究会「危機に瀕する楽園の遺産」に出席しました。 

（２０） 8月 1日（火）、本年から始めた当法人の新企画「富士山書き初め」コンテストの作品募集を開始しました。 

（２１） 8月 9日（水）、静岡県静岡市のＩAIスタで開催された、J リーグ清水エスパルスとセレッソ大阪の試合会場で  

   PR・募金活動を実施しました。 

（２２） 9月 1日（金）、高階秀爾副理事長が、山梨県富士山世界遺産センターを視察しました。 

（２３） 9 月 9 日（土）、山梨県甲府市の小瀬中銀スタジアムで開催された、ヴァンフォーレ甲府と清水エスパレスの

試合（富士山ダービー）の会場で、PR・募金活動を実施しました。 

（２４） 9月 13日（水）、第 10回収容力勉強会にオブザーバー出席しました。 

（２５） 10月 7日（土）、東京・上野の東京国立博物館平成館大講堂で開催された、文化庁・国際交流基金アジア 

センター・文化遺産国際協力コンソーシアム主催の国際シンポジウム「東南アジアの歴史的都市でのまち 

づくり－町の自慢を、町の魅力に－」に出席しました。 

（２６） 10月 10日（火）、第 9回富士山世界文化遺産学術委員会にオブザーバー出席しました。 

（２７） 10 月１７日（火）～20 日（金）、2018 年に世界遺産登録を目指す長崎県の要請により、静岡・山梨両県をは

じめとする富士山関係者に対するヒアリングに同行、ご案内しました。 

（２８） 10月 31日（火）、富士山書き初めコンテストの作品応募を締め切りました。応募総数は 13,297作品でした。 

（２９） 11 月 1 日（水）、上記長崎県による富士
ふ じ

の国
くに

づくりキッズ・スタディ・プログラムに対するヒアリングに対応しま

した。 

（３０） 11月 3日（金）～25日（土）、東京・広尾のコートヤードHIROOで、「Japan is Beautiful」（富士山およびオレ

ンジリボン展示イベント）を開催しました。また、会期中の 11月 3日（金）には書道のライブパフォーマンス等

を実施、11 月 4 日（土）には書き初め、富士
ふ じ

の国
くに

づくりキッズ・スタディ・プログラムのワークショップを開催し

ました。 

（３１） 11月 25日（土）、東京・竹橋の毎日新聞社で、富士山書き初めコンテストの最終審査会が行われました。 

（３２） 11月 30日（木）、第 11回収容力勉強会にオブザーバー出席しました。 
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（３３） 12月 18日（月）、第 4回富士山世界文化遺産学術委員会小委員会にオブザーバー出席しました。 

４ページ以降、各活動の報告の詳細です。 

 

２ 各種委員会の運営  

３ オブザーバー出席した各種会議 

４ 主催および共催事業 

５ 後援事業および PR/啓発活動 

６ 富士山基金事業と富士山基金への寄付 
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２ 各種委員会の運営  

 

1） 運営委員会 

日時 1月 19日（木）、3月 23日（木）、4月 27日（木）、6月 7日（水）、7月 11日（火）、 

 8月 22日（火）、9月 21日（木）、10月 24日（火）、12月 14日（木） 

 計 9回 

場所 富士山世界遺産国民会議事務局 

内容 活動内容の検討と活動報告  

 

2） 評議員会 

日時 1月 24日（火）/第 64回、 4月 4日（月）/第 65回、6月 6日（火）/第 66回 

 8月 29日（火）/第 67回、 10月 23日（月）/第 68回 、12月 20日（水）/第 69回 

計 6回 

場所 富士山世界遺産国民会議事務局 

内容 活動内容の検討と活動報告 

  



                                            5 

３    オブザーバー出席した各種会議 

 

１） 富士山世界文化遺産協議会 

第 9回 

日時  3月 24日（金） 

場所  プラサヴェルデ コンベンションホール（沼津市） 

 

２） 富士山世界文化遺産学術委員会 

第 8回 

日時  2月 10日（金） 

場所  都道府県会館（東京・千代田区） 

第 9回 

日時 10月 10日（火） 

場所  都道府県会館 

 

３） 収容力勉強会 

第 6回 

日時  1月 23日（月） 

場所  公益財団法人 日本交通公社（東京・港区） 

第 7回 

日時  3月 21日（火） 

場所  公益財団法人 日本交通公社 

第 8回 

日時  4月 24日（月） 

場所  公益財団法人 日本交通公社 

第 9回 

日時  5月 29日（月） 

場所  公益財団法人 日本交通公社 

第 10回 

日時  9月 13日（水） 

場所  公益財団法人 日本交通公社 

第 11回 

日時 11月 30日（木） 

場所  公益財団法人 日本交通公社 
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４） 富士山世界文化遺産学術委員会小委員 

第 2回 

日時  1月 25日（水） 

場所  都道府県会館 

第 3回 

日時  5月 16日（火） 

場所  都道府県会館 

第 4回 

日時  12月 18日（月） 

場所  都道府県会館 
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４ 主催および共催事業 

1） 富士
ふ じ

の国
くに

づくりキッズ・スタディ・プログラム 

     

    富士山会議が、若年層への世界文化遺産富士山の普遍的価値の啓発のために、静岡・山梨両県とともに

2013 年より推進している、「富士
ふ じ

の国
くに

づくりキッズ・スタディ・プログラム」をさらに全国へと拡大、富士山を思

い日本を大切に思う子供たちを全国的に育むことを目途に、電子化されたキッズ・スタディ・プログラムの教

材をオンライン配布することを図ります。そのため本年は、教材の電子化を進めてまいりました。オンライン

申請・登録のための専用ホームページも完成し、2018年 1月 15日（月）より運用を開始しました。教育関係

者のアクセスを図ります。 
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２）富士山書き初めコンテスト 

 

 富士山会議では、若年層への富士山の普遍的価値の啓発のための施策として以前より推進している「富士
ふ じ

の国
くに

づくりキッズ・スタディ・プログラム」に加えて、数多くの書道展や書道コンクールなどを実施し富士山再

生キャンペーンを推進する毎日新聞社との共催で、書道界で有力な「公益財団法人 独立書人団」の協力

をいただいて「富士山書き初めコンテスト」を企画し、2017年はその第 1回目を実施、推進いたしました。 

日本の将来を担い、富士山の将来を担う小中学生を対象とした、「富士山」をテーマとする書き初めコンテス

トです。募集告知は毎日新聞、毎日小学生新聞、毎日新聞WEB等で、全国、地域版あわせて150回以上の

掲載。全国への幅広い訴求・PR活動の展開となりました。またこのコンテストは、日本文化の魅力を発信する

とともに、共生社会、国際化に繋がるレガシーを創出に資するプログラムとして、ｂｅｙｏｎｄ２０２０プログラムとし

て認証されています。 
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≪コンテスト概要≫ 

名称：富士山書き初め 2018 

主催：認定 NPO法人富士山世界遺産国民会議、毎日新聞社 

後援：静岡県、山梨県 

協賛：米久株式会社 

協力：公益財団法人独立書人団 

主旨：日本の伝統行事である書き初めを通して、世界文化遺産である富士山の文化や環境を守る 

心を育むため 

開催スケジュール：作品募集期間：2017年 8月 1日～10月 31日 

            審査：11月 

            授賞発表および表彰式：2018年 1月 

応募区分およびテーマ： 

① 小学生低学年の部：「ふじ」「朝やけ」 

② 小学生高学年の部：「白雪」「富士山」 

③ 中学生の部：「登頂」「霊峰富士」 

 

  応募総数は 13,297人。11月 25日（土）、毎日新聞社にて、「富士山書き初め 2018」 最終審査会 

  が行われました。 

審査委員長の仲川恭司先生（毎日書道会理事・独立書人団理事長）、審査委員 長野秀章先生 

（東京学芸大学名誉教授・前文部科学省教科調査官）からは、｢富士山への思いを込めたレベル 

の高い作品が多かった。今後、さらに、富士山を身近に大切に思う気持ちを育むためにも、全国へ 

一層広げていく活動にしていきたい。｣とのお言葉をいただきました。 

表彰式は、来年 2018年 1月 2１日（日）毎日ホールで、受賞者を招いて行われます。 

また、表彰内容については、1月 19日（金）の毎日新聞夕刊（全 15段）で発表されます。同紙面で 

は青柳理事長のｲﾝﾀﾋﾞｭｰも掲載されます。 
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入賞作品の展示は以下のスケジュールを予定しています。 

① 1/17～24：毎日新聞社玄関横ロビー  

② 1/26～2/8：静岡県世界遺産センター1階エントランス 

③ 2/10～2/22：山梨県世界遺産センター南館 1階  

④ 2/23：富士山の日フェスタ会場 ハイランドリゾートホテル＆スパ（山梨県富士吉田市） 

 

 

 

 

５  後援事業および PR/啓発活動 

 

1） 富士山インタビューVol.31～Vol.46をリリース 

 

「富士山インタビュー」Vol.31～Vol.46を新たにリリース、啓発の幅の拡大を図りました。 

 

 Vol.31 内藤恒雄 手漉和紙職人・駿河半紙技術研究会会長 

 Vol.32 太田安彦 一般社団法人吉田トレイルクラブ代表理事・富士吉田市公認富士山ガイド 

 Vol.33 影山秀雄 機織り職人・手機織処影山主宰 

 Vol.34 江森甲二 裾野市もののふの里銘酒会会長    

 Vol.35 仲尾彩美 富士山ビュー特急アテンダント 

 Vol.36 渡辺義基 渡辺ハム工房 

 Vol.37 古屋英将 株式会社ミロク代表取締役社長 

 Vol.38 井出宇俊 井出酒造店・井出酒類販売株式会社営業部 

 Vol.39 望月基秀 製茶問屋株式会社静岡茶園常務取締役 

 Vol.40 関根暢夫・ふじゑ ふじさんミュージアム手話ガイド 

 Vol.41 御園生一彦 米久株式会社代表取締役社長 

 Vol.42 rumbe dobby 手織り作家 

 Vol.43 小山真人 静岡大学教授・理学博士 

 Vol.44 勝俣克教 富士屋ホテル河口湖アネックス富士ビューホテル支配人 

 Vol.45 漆畑信昭 柿田川みどりのトラスト、柿田川自然保護の会各会長 

Vol.46 日野原健司 太田記念美術館主席学芸員 
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２） PR/啓発活動他 

 

●山陽堂（東京・表参道）で、富嶽三十六コピー展を実施 

 

2月 14日（火）～25日（土）、東京・表参道の山陽堂書店の 2階ギャラリーで、 富嶽三十六コピー展 

を開催しました。 

  

 

富士山を応援するコピーライターたちが寄せた 36のコピーにイラストを添え、素敵な雰囲気で展示。 

3階では富士山プロダクトの販売も実施していただきました。 

また、展示期間中の 2月 17日（金）19:00～、同書店の 3階ギャラリーで、富士山と世界遺産に関し 

て、ミニ講演会を開催しました。 

 

●「富士山の日」フェスタ 2017で PR活動 

 

2月 23日（木）富士山の日に、静岡・山梨両県が主催の「富士山の日フェスタ 2017」が静岡市の日本平ホ

テルで開催されました。富士山会議も、富士
ふ じ

の国
くに

づくり推進会議共同代表として、遠山理事長以下参席し

ました。 

            

会場内で、富士山会議の活動を紹介するパネルや、富嶽三十六プロダクトの商品等を展示、PR活動を

展開しました。 

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2017/02/24111202/%E3%83%95%E3%82%A7%E3%82%B9%E3%82%BF170223%E5%AF%8C%E5%A3%AB%E5%B1%B1%E3%81%AE%E6%97%A5-014.jpg
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2017/02/24111217/%E3%83%95%E3%82%A7%E3%82%B9%E3%82%BF170223%E5%AF%8C%E5%A3%AB%E5%B1%B1%E3%81%AE%E6%97%A5-039.jpg
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また、会の後半には、昨年静岡県と実施したキッズ・スタディ・プログラムの交流学習の紹介映像が披露さ

れました。 

 

●映像 DVD「描かれた霊峰-Art of Fujisan」を両県知事に贈呈 

 

上記「富士山の日」フェスタ式中で、富士山会議より両県知事に、両県の世界遺産センターで活用してい

ただくべく、NHKの持つ秘蔵の映像を基に制作した映像 DVD「描かれた霊峰-Art of Fujisan」を贈呈しま

した。両県の世界遺産センターでご覧いただけます。 

           

 

●201７年度定時総会および理事会を開催 

 

2月 28日（火）、霞山会館（東京・千代田区）で富士山会議の定時総会、理事会が開催されました。 

     定時総会：11:30～ 28年度の事業報告・決算、29年度の事業計画・予算が承認され、今年が改選期に

あたるため、理事・監事の選任が行われました。 

     理事会  ：13:20～ 28 年度の事業報告・決算、29 年度の事業計画・予算が承認され、評議員・顧問が

選任されました。 

          また、遠山敦子前理事長の退任に伴い、青柳正規前文化庁長官が新理事長に選 

任されました。 

 

   

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2017/02/24111148/%E3%83%95%E3%82%A7%E3%82%B9%E3%82%BF170223%E5%AF%8C%E5%A3%AB%E5%B1%B1%E3%81%AE%E6%97%A5-011.jpg
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/fuji3/news/wp-content/uploads/2017/02/24111137/%E3%83%95%E3%82%A7%E3%82%B9%E3%82%BF170223%E5%AF%8C%E5%A3%AB%E5%B1%B1%E3%81%AE%E6%97%A5-007.jpg
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  ●青柳新理事長インタビュー記事掲載 

 

青柳新理事長が、毎日新聞の取材を受け、富士山を世界に発信する旗振り役を担うとの決意を語られ 

ました。 

富士山との出合い、思い出や、海外の芸術家との交流、車のナンバーも富士山ナンバーにしている 

ことなど、富士山への熱い思いについての話も魅力的な内容となっています。 

また、「富士山の五合目の山小屋を美しく再生すること、海外向けに富士山の芸術を発信していくこと」など、

富士山を通して、日本人の良さを世界にアピールすることについても、意欲的に語られています。 

 

                  

                 毎日新聞 全国朝刊 4月 6日 
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●中曽根康弘名誉会長へ理事長交代挨拶 

 

4月 11日（火）、中曽根康弘名誉会長へ、遠山敦子、青柳正規両氏が富士山会議理事長交代  

のご挨拶に伺いました。 

遠山前理事長の長年に渡る貢献に対し、中曽根名誉会長から感謝の言葉を頂きました。遠山前 

理事長からは、世界遺産に認定されてからの課題などを中心に、最近の当ＮＰＯの活動につい 

て報告が行われました。 

また、青柳新理事長からは、ご自身の富士登山の思い出なども交えながら、今後の活動への強 

い決意などが語られました。 

 

           

         青柳新理事長       中曽根名誉会長    遠山前理事長 
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●静岡県立富士山世界遺産センター視察 

 

4月 19日（水）、工事中の「静岡県富士山世界遺産センター（仮称）」を視察しました。県文化・観光部 

文化局世界遺産センター整備課の落合課長にご説明をいただき、その後、工事中のセンター内を 

ご案内頂きました。スロープを登りながら富士登山を感じ、本物の富士山に出合い、世界遺産「富士山」 

について学ぶという、まさに富士山のすべてを満喫する体験を提供する空間の誕生を、実感しました。 

富士山の世界遺産としての価値を、改めて多くの方に理解いただく活動への拠点として、期待いたしま 

す。当日は、センター頂上から、晴れ渡った空にくっきりと聳える富士山を、一枚の絵のように眺めることが 

できました。 

 

        

    

 

●「富士登山混雑予想カレンダー」の告知・広報 

 

4月 28日（金）から、環境省、山梨・静岡両県が運営するサイト「富士登山オフィシャルサイト」に、 

「富士登山混雑予想カレンダー」が掲出され、同内容のチラシも来訪者等に配布されました。 

このカレンダーは本年より、より快適で安全な富士山登山の推進のため掲出されたもので、 

当 NPOの HPでも連動してニュースページでの告知、外部リンク欄でバナーの掲出等を行いました。 
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●㈱電通富士登山者説明会で PR活動 

 

7月 6日（木）、㈱電通で恒例となっている富士登山（7月 20日～21日実施）の参加者説明会で、  

登山予定者に対し、啓発用ポストカード 500枚等を配布、PR活動を実施しました。 

 

 

●青柳理事長が富士山世界遺産センター視察 

 

7月 14日（金）、6月 22日に 1周年を迎えた、山梨県世界遺産センターを青柳正規富士山会議 

理事長が訪問、同センターの堀内眞学芸員らの説明を受け、熱心に視察しました。 

 

●第２１回文化遺産国際協力コンソーシアム研究会に参加 

 

   7月 24日（月）、東京・四谷の上智大学国際会議場で開催された、文化遺産国際協力コンソー 

シアム主催、上智大学アジア人材養成研究センター共催の研究会「危機に瀕する楽園の遺産」 

に参加しました。ミクロネシア連邦ナンマトル遺跡を中心に、同地域における文化遺産保護への 

取り組みについての発表が行われました。 

 

 

●富士山をきれいにする会前期クリーン作戦で PR活動 

 

8月 5日（土）に開催された、公益財団法人富士山をきれいにする会主催の「富士山環境美化前期 

クリーン作戦」に際し、参加者に対しパンフレット、ポストカード等、各 1600部を配布、PR活動を 

実施しました。 
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●J リーグ 清水エスパルスの試合で PR活動 

 

8月 9日（水）、静岡市の清水アイスタで行われた富嶽三十六試合第 5弾、『S-PULSE 超ド S シリーズ』 

（清水エスパルスｖｓセレッソ大阪）で PR及び募金活動を実施しました。当日はミス富士山も参加し、 

活動をお手伝いいただきました。 

会場のスクリーンには富士山会議のＣＭもオンエアされました。また、試合前には富士山会議の法被を 

着た清水エスパルスのキャラクター・パルちゃんがバズーカで客席に、富嶽三十六 Tシャツをプレゼント 

しました。 

 

          

      

        
                  ©S-PULSE 
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●㈱中川政七商店 webページで富嶽三十六プロダクト紹介 

 

㈱中川政七商店が、8月 11日（金）の山の日から同社のＷＥＢページで、「登山シーズン到来！ 

自宅で富士山を楽しむアイテム 6選」の特集を掲載。同社の商品以外の富嶽三十六プロダクツも含めて、 

幅広く紹介していただきました。  
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●高階副理事長が富士山世界遺産センター視察 

 

9月 1日（金）、高階秀爾富士山会議副理事長が山梨県世界遺産センターを視察しました。 

当日は、山梨県世界遺産富士山課入倉課長、富士山世界遺産センター志村副所長、堀内学芸員と 

館内を熱心に視察。 

画家山口晃さんの冨士北麓参詣曼荼羅（ふじほくろくさんけいまんだら）や北斎などの美術関連の展示や、 

信仰に関しての展示物等を見て、改めて、富士山の文化的価値について国内外への情報発信が必要との 

お話がありました。 

 

 

●富士山ダービー、J リーグ試合で PR活動 

 

9月 9日（土）、甲府市小瀬で行われた富嶽三十六試合第 6弾、ヴァンフォーレ甲府 vs清水エスパレス（富

士山ダービー）で、PR および募金活動を実施しました。会場では、「いつまでも富士山を・・・」T シャツを抽

選で観客にプレゼント。また、ハーフタイムには富士山会議の CMを放映していただきました。 

 

    

 

 

 

●富士山をきれいにする会後期クリーン作戦で PR活動 

 

9月 15日（金）、公益財団法人富士山をきれいにする会主催の「富士山環境美化後期クリーン作戦」に 

際し、参加者に対しパンフレット、ポストカード等、各 400部を配布、PR活動を実施しました。 
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●コートヤード HIROOの広報誌で青柳理事長インタビュー掲載 

 

㈱アトムのコミュニティ・スペースであるコートヤード HIROOの広報誌「SHARE THE Rｅａｌ」 

（2017 AUTUMN）で青柳正規富士山会議理事長のインタビューが掲載されました。 
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●国際シンポジウム「東南アジアの歴史的都市でのまちづくり」に参加 

 

10月 7日（土）、東京・上野の東京国立博物館平成館大講堂で開催された、文化庁、国際交流基金 

アジアセンター、文化遺産国際協力コンソーシアム主催の、国際シンポジウム「東南アジアの歴史的 

都市でのまちづくり―町の自慢を、町の魅力に―」に参加しました。 

 

 

●長崎県の世界遺産富士山関係ヒアリングに同行 

 

   「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産群」として世界文化遺産登録を目指す長崎県から、「他世界遺

産関係者ヒアリング調査業務」を受託した電通九州からの依頼を受け、富士山世界遺産登録推進および富

士山保全に関わる各界キーパーソンへのインタビュー調査をコーディネート、ヒアリングに同行しました。 

 

     10月１７日（火）：富士宮市役所 

     10月 18日（水）：静岡県富士山世界遺産課、三保松原羽衣村、静岡県富士山世界遺産センター 

     10月 19日（木）：山梨県世界遺産富士山課、富士山をきれいにする会、山梨県富士山世界遺産センター 

     10月 20日（金）：富士山クラブ 

 

  また、11月 1日（水）、同県による富士山キッズ・スタディ・プログラムに対するヒアリングに対応しました。 
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●富士山展の開催とオープニングイベントの実施 

 

11月 3日（金・祝）～25日（土）、東京・広尾のコートヤード HIROOで、会員社である㈱アトムと 

フィリップモリスジャパン（合）の協力により、富士山展示イベント（Japan is Beautiful）が行われました。 

富士山会議の活動紹介パネル、北斎の富嶽三十六景、富嶽三十六コピーなどの展示が行われた他、 

11月 3日、4日の両日、ライブパフォーマンスやワークショップを実施しました。 

11月 3日は、今年度より富士山会議が開始した「富士山書き初め」コンテスト（コンテストに関しては前述）で

協力をいただいた公益財団法人独立書人団所属の青山浩之氏（横浜国立大学教育学部教授・書家）に、

150cm四方の「富」「嶽」の大書のパフォーマンスを披露いただきました。また 4日（土）には、２つの小学生

向けワークショップを行い、子供達と保護者の方に参加いただきました。 

1時間目は、「富士山書き初め」ワークショップ。大森哲先生（独立書人団理事・審査会員。毎日書道会 

評議員・書家）の指導で、富士山を深く思いながらの書道を体験していただきました。 

2時間目は、「富士
ふ じ

の国
くに

づくりキッズ・スタディ・プログラム ワークショップ」。佐伯和博先生（千葉大学 

教育学部附属小学校教諭）によるデモ授業では、グループ授業も交えながらの、富士山への理解促進を 

図りました。その他、児童虐待防止のためのオレンジリボン運動の展示、富士山書籍、富士山グッズなどの 

販売や、チャリティオークションなども行われ、富士山基金への寄付をいただきました。 
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 ●静岡県富士山世界遺産センター会館記念式典に参列 

     
    12月 22日（金）、翌 23日（土）に開館予定の、静岡県富士山世界遺産センターの開館式典に参列しまし

た。センターの初代館長には、遠山敦子前富士山会議理事長が就任されました。2016年6月にオープン

した山梨県富士山世界遺産センターと合わせて、両県の富士山の普遍的価値の情報提供のための拠点

が整備されました。 
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６  富士山基金事業と富士山基金への寄付 

富士山基金は 2006年 7月 1日に設立。幅広い募金活動を通じて、世界文化遺産富士山の文化的景観を未来に

継承するための運動を、地元静岡・山梨はもちろんのこと広く全国にアピール、富士山の保全管理活動を国・地方

自治体だけに頼るのではない、新しい官民一体の運動体とすることで、国民の環境や日本の文化に対する意識改

革につなげることを目的としています。 

 

2016年度末富士山基金残高 :        29,845,989円 

2017年度富士山基金募金額 :         5,368,480円（5,367,727円と利息 753円） 

2017年度富士山基金取崩額 :      △13,379,130円（残高証明発行手数料含む） 

2017年度末累計残高 :              21,835,339円(本口座より振替予定分を含む） 

 

１．2017年度富士山基金を利用した PR/啓発活動                           

１）「富士
ふ じ

の国
くに

づくりキッズ・スタディ・プログラム」の推進 

   本年は、2018 年予定の教材のオンライン配布に備え、登録・申請・教材のダウンロードのためのホームページ

を作成しました。教材の配布開始・運用は、2018年 1月 15日（月）です。 

    金額   ４７，４１４円 

2）「いつまでも富士山を世界遺産に」啓発ポストカードの作成・配布 

   昨年作成した、登山者、来訪者等への啓発のためのツール「いつまでも富士山を世界遺産に」ポストカードを、

本年も山梨県吉田口登山道の山小屋、静岡県各登山口等各所に配布しました。また、各地でのイベント等の

機会に配布、世界遺産富士山の保全の啓発に努めました。 

 金額   ８０５，３８５円 

3）「富嶽三十六プロジェクト」のさらなる推進 

  2013年の世界遺産登録を機にスタートしたプロジェクトです。開始から 3年を迎え、富嶽三十六プロジェクトも

統廃合を実施、さらなる前進を目指します。 

金額  １，６１２，１３６円 

４）「富士山インタビュー」の推進 

   様々な分野で富士山に関わる仕事を続けている方々に登場していただき、富士山との出会い、関わり方とそ

の歴史、富士山への思い等をうかがい、紹介するページをホームページに昨年新設しました。今年度も新た

に 16人の方々をご紹介しました。 

    金額   ２，３６８，６７４円 

５）「いつまでも富士山を世界遺産に」啓発 CMの制作 

   2016 年末、新たに「いつまでも富士山を世界遺産に」をテーマとした新 CM を制作しました。本年は CM を活

用した啓発活動も展開しました。 

金額  １００，０００円 

６）富士山書き初めコンテストの実施 

本年から開始した、若年層への世界文化遺産富士山の啓発のための新たな企画です。初年度にも関わらず、

13,000作品を超す応募をいただきました。次年度以降のさらなる発展を期しています。 

金額  ３，００６，１２６円 
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７）「いつまでも富士山を世界遺産に」啓発シールの活用 

    従前より啓発ツールとして使用している同シールを必要に応じて配布、啓発活動を実施しました。 

    金額  １，５２３円（2017年度は配送料のみ使用） 

８）DVD「描かれた霊峰―Art of Fujisan」の制作 

    NHKの秘蔵の映像を利用した、富士山の魅力を発信するための DVDを制作、両県の世界遺産センターで

利用していただくべく、両県知事に寄贈しました。 

    金額  ５、４３４、６５４円 

 

２．2017年度主な富士山基金寄付 

 

【2017年度 主な寄付者ﾘｽﾄ】 
 

  
寄付者名 金額 

朝霧ハイランド㈱ 70,000  

アサヒ飲料㈱ 244,418 

㈱アトム 50,000 

井手平 広美・由香 9,000 

ヴァンフォーレ甲府試合会場募金 20,165 

ウイルビー㈱ 780  

WESTERN ASSET 11,042 

㈱NN 3,013 

㈱エフ・ジェイ 19,850 

遠藤 澄子 100  

岡田 尚人 40,000 

㈱小栗農園 245  

金田 純太 55,000 

蒲生 由希 6,000 

goodbymarket  30,000  

㈱ケイミックス 24,100  

㈱ケーアイ・フレッシュアクセス 267,717 

コートヤード HIROO富士山展募金 2,120 

小西 潤 2,600 

小室 絢人 25,000 

㈱三七七六（裾野もののふの里銘酒会） 37,760  

静岡銀行インターネット支店 14,641  

静岡県理容生活衛生同業組合沼津支部 5,000  

シフォン富士 9,700 

㈱静岡茶園 5,263 

清水エスパルス試合会場募金 10,574 
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菅原工芸硝子㈱ 49,815 

㈱清月 6,920 

瀧澤 孝司 15,615 

田坂 英樹 6,000  

告野 真朗 11,150 

㈱ドゥオモ 10,395  

㈱中川政七商店 373,975 

㈱パブリックデザイン 22,553 

㈱１００percent 1,020 

㈱藤二誠 608,200 

㈱ベネフィット・ワン 173,397 

㈱プロフィノ 25,000 

㈱マークス 133,838  

㈱丸久物産 22,070  

㈱ミヨシショウカイ 10,000 

㈱ミロク 58,840  

㈱大和工業 3,100 

米久㈱ 2,776,000  

㈱ルーク 34,500 

Root 50,000 

（敬称略） （単位：円） 

 

 

 

                                ※寄付者数： 47 

                                ※匿名希望の方は表記しておりません 



書式第１５号（法第２８条関係）

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金 13,284,288

前払費用 481,633

　流　動　資　産　合　計 13,765,921

２　固定資産

(1)有形固定資産

　　建物付属設備 147,859

器具什器 151,497

有形固定資産計 299,356

(2)無形固定資産

無形固定資産計 0

(3)投資その他の資産

　　敷金 1,200,000

富士山基金特定預金 21,832,119

投資その他の資産計 23,032,119

　固　定　資　産　合　計 23,331,475

資　　産　　合　　計 37,097,396

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未払金 667,248

　流　動　負　債　合　計 667,248

２　固定負債

　固　定　負　債　合　計 0

負　　債　　合　　計 667,248

Ⅲ　正味財産の部

 前期繰越正味財産 41,793,038

 当期正味財産増減額 △ 5,362,890

 正味財産合計 36,430,148

負債及び正味財産合計 37,097,396

平成29年度  貸借対照表
平成29年12月31日現在

科 目 金 額

特定非営利活動法人　富士山世界遺産国民会議



書式第１７号（法第２８条関係）

（単位：円）

Ⅰ　資産の部
１　流動資産

現金預金
現金 23,291
普通預金みずほ銀行虎ノ門支店 1,431
普通預金みずほ銀行築地支店 13,259,566

前払費用
前払家賃 436,336
ソリマチ㈱ 32,400
㈱全販 9,297
東京センチュリーリース㈱ 3,600

　流　動　資　産　合　計 13,765,921
２　固定資産

(1)有形固定資産
建物付属設備
　事務所内設備工事一式 1
　コンセント工事一式 147,857
　ブラインド工事一式 1
什器備品
　会議室用大ﾃｰﾌﾞﾙ 1,438
　シュレッダー 1
　液晶薄型テレビ 1
　ＬＡＮ工事一式 1
　デスクトップＰＣ 1
　ノートＰＣ 1
　デスクトップＰＣ 150,054
有形固定資産計 299,356

(2)無形固定資産
無形固定資産計 0

(3)投資その他の資産計
敷金 1,200,000
富士山基金特定預金（ゆうちょ銀行） 2,128,571
富士山基金特定預金（静岡銀行東京支店普通） 5,766,552
富士山基金特定預金（静岡銀行東京支店定期） 10,000,000
富士山基金特定預金（みずほ銀行虎ノ門支店） 3,936,996
投資その他の資産計 23,032,119

　固　定　資　産　合　計 23,331,475

資　　産　　合　　計 37,097,396

Ⅱ　負債の部
１　流動負債

未払金
派遣職員費 339,188
通信費 82,796
コピー代 34,080
ヤマト運輸 6,328
寄附サイト運営費 16,200
寄附サイトシステム 21,600
業務委託費12月 167,056

　流　動　負　債　合　計 667,248
２　固定負債
　固　定　負　債　合　計 0

負　　債　　合　　計 667,248

正　　味　　財　　産 36,430,148

平成29年度　　財産目録
平成29年12月31日現在

科 目 金 額

特定非営利活動法人　富士山世界遺産国民会議



書式第１３号（法第２８条関係）　　

（単位：円）

Ⅰ　経常収益
１　受取会費

正会員受取会費 350,000

一般寄附金 24,440,000
基金寄附金 5,367,727

３　その他収益
業務受託料収入 900,000
受取利息 835 31,058,562

経常収益計 31,058,562
Ⅱ　経常費用

１　事業費
(1)人件費

給料手当 3,486,921
人件費計 3,486,921

広告宣伝費 648,000
ＰＲ活動費 12,655,895
研究費 908,000
ＩＴ関連費 4,099,020
資料購入費 28,331
会議費 118,455
通信費（業） 528,439
荷造運賃（業） 103,110
接待交際費(業) 62,819
旅費交通費（業） 651,843
消耗品費（業） 75,837
印刷費（業） 569,925
地代家賃（業） 4,216,124
リース料（業） 115,002
業務委託費（業） 2,464,255
その他経費計 27,245,055

30,731,976
２　管理費

(1)人件費
給料手当 871,730
人件費計 871,730

福利厚生費 52,450
通信費（管） 118,378
旅費交通費（管） 2,120
接待交際費（管） 11,016
業務委託費（管） 2,504,672
消耗品費（管） 106,076
備品費 22,016
新聞図書費 185,329
地代家賃（管） 1,054,030
租税公課 1,600
リース料（管） 28,746
支払手数料 101,704
会議費 559,447
減価償却費 37,762
雑費 32,400
その他経費計 4,817,746

5,689,476
36,421,452

△ 5,362,890
Ⅲ　経常外収益

0
Ⅳ　経常外費用

　
0

当期正味財産増減額 △ 5,362,890
前期繰越正味財産額 41,793,038

　　次期繰越収支差額次期繰越正味財産額 36,430,148

経常外収益計

経常外費用計

平成29年1月1日から平成29年12月31日まで

(2)その他経費

事業費計

(2)その他経費

管理費計

当期経常増減額
経常費用計

　平成29年度　　活動計算書

科 目

２　受取寄附金

金 額

特定非営利活動法人　富士山世界遺産国民会議



書式第１６号（法第２８条関係）

１． 重要な会計方針
　　
　 棚卸資産の評価基準及び評価方法

　 固定資産の減価償却の方法

　 引当金の計上基準

　 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

２． 事業別損益の状況
（単位：円）

富士山世界遺
産事業 　　事業 　　事業 　　事業

事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ　経常収益
受取会費 350,000 350,000 0 350,000
受取寄附金 29,807,727 29,807,727 0 29,807,727
その他収益 900,835 900,835 0 900,835

経常収益計 31,058,562 31,058,562 0 31,058,562
Ⅱ　経常費用

人件費
給料手当 3,486,921 3,486,921 871,730 4,358,651
人件費計 3,486,921 3,486,921 871,730 4,358,651
その他経費
広告宣伝費 648,000 648,000 648,000
ＰＲ活動費 12,655,895 12,655,895 12,655,895
研究費 908,000 908,000 908,000
ＩＴ関連費 4,099,020 4,099,020 4,099,020
資料購入費 28,331 28,331 28,331
会議費 118,455 118,455 559,447 677,902
通信費 528,439 528,439 118,378 646,817
荷造運賃 103,110 103,110 103,110
接待交際費 62,819 62,819 11,016 73,835
旅費交通費 651,843 651,843 2,120 653,963
消耗品費 75,837 75,837 106,076 181,913
印刷費 569,925 569,925 569,925
地代家賃 4,216,124 4,216,124 1,054,030 5,270,154
リース料 115,002 115,002 28,746 143,748
業務委託費 2,464,255 2,464,255 2,504,672 4,968,927
福利厚生費 0 0 52,450 52,450
備品費 0 0 22,016 22,016
新聞図書費 0 0 185,329 185,329
租税公課 0 0 1,600 1,600
支払手数料 0 0 101,704 101,704
雑費 0 0 32,400 32,400
減価償却費 0 0 37,762 37,762
その他経費計 27,245,055 27,245,055 4,817,746 32,062,801

経常費用計 30,731,976 30,731,976 5,689,476 36,421,452
当期経常増減額 326,586 326,586 -5,689,476 -5,362,890

３． 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
（単位：円）

内容 金額 算定方法

４． 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りである。
当法人の正味財産は36,437,497円であるが、そのうち21,835,339円は、下記のように使途が特定されている。
したがって使途が制約されていない正味財産は14,602,158円である。

（単位：円）
期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
29,845,989 5,368,480 13,379,130 21,835,339

合計 29,845,989 5,368,480 13,379,130 21,835,339

棚卸資産の評価は最終仕入原価法によるが、重要性の乏しいものは評価していない。

建物付属設備及び什器備品の減価償却は定額法によっている。

引当金計上の必要性がないため、計上していない。

内容

科目

 １．
 ２．
 ３．

（１）

（２）

　　平成29年度　　計算書類の注記

（１）

（２）

（３）

（４）

特定非営利活動法人　富士山世界遺産国民会議

　計算書類の作成は、ＮＰＯ法人会計基準(2010年7月20日/2011年11月20日一部改正/ＮＰＯ法人会計基準協議会)によっている。

備考

施設の提供等の物的サービスを受けた場合には活動計算書に計上する。

該当なし

富士山基金



５． 固定資産の増減内訳
（単位：円）

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額
有形固定資産

建物付属設備 2,030,364 2,030,364 1,875,156 155,208
什器備品 1,100,446 156,578 1,257,024 1,105,527 151,497

投資その他の資産
敷金 1,200,000 1,200,000 1,200,000

29,844,429 6,370,820 14,383,130 21,832,119 21,832,119
合計 34,175,239 6,527,398 14,383,130 26,319,507 2,980,683 23,338,824

６． 借入金の増減内訳
（単位：円）

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

７． 役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りである。

（単位：円）
計算書類に計
上された金額

内役員及び近
親者との取引

（活動計算書）
受取会費 350,000 60,000
受取寄附金 29,807,727 14,940,000
広告宣伝費 648,000 648,000
ＰＲ活動費 12,655,895 1,959,779
研究費 908,000 900
業務委託費(業) 2,464,255 111,370
新聞図書費 185,329 111,324

活動計算書計 47,019,206 17,831,373

（貸借対照表）

貸借対照表計 0 0

８
．　・　事業費と管理費の按分方法

　・　その他の事業に係る資産の状況

科目

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当、通信費、地代家賃、リース料は従事割合に基づき按分している。

該当なし

科目

科目
該当なし

合計

富士山基金特定預金


